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新 しい ゴ キ ブ リ忌避 効力評価法お よび 天然精油 の

　　　　　　チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リに対 す る忌 避性

　　　稲 　塚 　新　
一

味 の 紊株式会社川崎工 場技術部

（昭和 56 年 11 月 5 日受 理 ）

New 　Methods　of 　Evaluation　for　Cockroach　Repellents　and

　　　　 Repe11ency　of 　Essentia10ils　against 　German

　　　　　　　　Cockroach （Blattella　germanica 　L ．）

Shin＿ichi　 INAzuKA

　　　　　Ka ω asaki 　Faetorツ、・4ゴinomoto 　Co ．，　lne・，
Susuhi−6加 、　Kawasahi −hu．　Kawasaki，　Kana8awa 　220，∫aPan

　　Two 　 new 　 techniques 　to　 evaluate 　 repellcncy 　 against 　the　 Genman 　 cockroach （Biattellα

germanica 　L ．）wcre 　deviscd ，　 a　test 　tube　 method 　 and 　a 　beaker 皿 ethod ．　 The 　former 　 estimates

the　 repellent 　impact 　 on 　 a　 roach 　 attracted 　by 　roach 　excrcment 　 on 　a 　paper　filter．　 The 　latter，
cstimating 　 effectivencss 　by 　 changcs 　in　 thc 　 number 　 of 　 roaches 　ilユ abeaker ，　 is　 all　 cxceUent

method 　 for　 evaluating 　 olfactory 　 repellellcy ．　 Among 　the　 reference 　 compoullds ，σr−naphth   一

quinone ，2−hydroxyethyl 一
π
一
Qcty ］sulfide 　and 　naphthalene 　were 　effectivc 　in　the　test　tube

method ，　however 　their　2％ sublimates 　were 　not 　effective 　in　the　beaker　method ．　 Thosc 　com −

pounds　were 　thus 　no 七 ludged　 as 　promising 　olfactory 　repellents ．　 Tlle　oils　of　Japanese　mhlt

（Jfenthα a・yvensis ）and 　 g．pearment 〔native 　 arld 　Scotch 　 type ，−W
’
entha 　 specata ）were 　 thc　 most

effect 三ve 　 a 皿 ong 　92　 such 　 substances ．　 Strong 　 mQsquito 　 repeUents 　 such 　 as   ils　 of 　 citrone ！la，
lavender ，　rosemary ，　 and 　penny 　royal 　had 　httle　or 　no 　effect 　against 士he　cockroach ・

緒 言

　近年 ， チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ ， ク ロ ゴ キ ブ リ など

一一
部 の ゴ

キ ブ リは ， 都 市 型家屋 内害 虫 と して ，

一
般家庭 お よ び 飲

食店 の 厨房な ど に増殖 し ， 情緒面 お よ び 衛生 面か ら大 き

な社 会問題 に な っ て い る．現在 ，そ の 駆 除 に は ，有機 リ

ン 酸 エ ス テ ル 系 ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド系 な ど の 殺虫剤を ゴ

キ ブ リの 生息す る場所 に 噴 霧す る方法 な どが とられ て い

る．しか し，そ れ ら の ゴ キ ブ リは ， 食 物 や 食器 な どわ れ

われ の 身近な もの の 周囲 に 生息、して い る た め ， 薬剤 の 処

理 に 限 界が あ り，安 全な駆除 を す る に は ，非常 に む ず か

し い 現状 に あ る．

　 こ れ に 対 し，われわれ の 生活環境 に ゴ キ ブ リを積極的

に 寄せ つ け な い 薬剤 ， す な わ
’
ら， 忌避物質を ゴ キ ブ リの

駆除 に 用 い よ うとす る研究が行なわれ て きた ．い ま まで

に ，
ゴ キ ブ リ の 忌避物質 と し て ，N ，　N −diethyl一魏

一tolu一

a 皿 ide1層9 ，　2，3，4，5−bis（」2−butenylene ）tetrahydrofurf −

ra1 （MGK ・R −11）
1−“4 ）

，　2−hydroxyethyl −n −octylsulfide

（MGK ・R −874）1−4），　tert−butylsulfenyldimethylditliio −

carbamate （MGK ・R −55）
2”’4・s）

J　 methyl −st−cyano 一β一

butylheptanoate5 ・6）
，
　 cumen 　hydroperexide9 ）

，
　 N ，　N −

diethylnoramide7・i3＞，　 allyl 　 caproateio ）
な どの 化合物 が

報告 され て い る．し か し ， そ れ ら の 化合物は ，
い ずれ も

そ れ ぞ れ の 生物検定法で は か な りの 効果を示 したが，ゴ

キ ブ リ の 実用的駆 除 に 用 い る に は 忌避 効 果が 弱 く ， さ ら

に ，匂 い ，安全性，持続性な どの 点 か らも実用 に供 し う

る 化合 物 は な か っ た とい え る．

　そ こ で ， 著者 は ， 新 た に 忌避 物質を研究す る に あ た り，

従来の 化合物 に 見 られ な い 嗅覚的忌避性を有 し ， 空間的

忌避効果の 期待 で きる物質 の 検討 を試 み た ．

　ま た ， 従来の 検定法 ， た と え ば濾紙円筒法 ， シ ．TL ル タ

ー法
t），シ リ ン ダ ー法

2），ス ラ ン テ ィ γ グ カ
ード法

2）
， カ
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一
ト ン 法

3）
， 摂食法

4 〕な ど の 方法 は ， お も に，接触的忌避

性 を評価す る もの で あ る が ， 著者 は 嗅覚的 忌避性 の 簡便

な評価方法
一‘

試験管法
”

お よ び
“

ビ ーカ ー法
” 一を工 夫

し た．次 に ，
ゴ キ ブ リが 一・部 の 食品お よ び 香辛料 に 対 し

逃避行動を示す こ とに 着 目 し，食品 に 添加 され る種 々 の

香料，すなわち ， 天然精油 の チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ（Blattella

germanica 　L ・）に対す る 忌避性 を上記 の 方法を用 い て 調

べ た 結果 ， 興味あ る 知見 を得た の で 報 告す る．

実験材料 お よび方法

　 1．　 供　試 　虫

　（財）日 本環境衛 生 ．ヒ ン タ
ー生 物 部 で 累代飼育され て い

た チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ （渡 田系） を当研 究室 で 飼育 し た も

の を 使用 した ．

　 2．　 供試化合物

　対照化合物と し て
，
N ．　N −diethyl−m −tolllamide

，
2，3，

4，5−bis（∠」
2−butcnylcne ）tetrahydrofurfra1 ，　2−hydroxy −

ethy1 −n −octylsulficle
，　di−n −propylisocinchomeranate ，

ec−naphthoquinone
，　P−dichlorobenzene ，　naphthalcne

を用 い た ．供試天然精油は 87 種で あ り ，
Table　5 に 示

し た ．

　 3．　 試料の調整

　試験管法 で は ， 供試化合 物 の
一・

定濃度 の ア セ トソ 溶液

で 処 理 した ペ ーパ ーデ ィ ス ク を用 い ，ビ ーカ ー法 で は ，

供試化合物 を一
定濃度含有 す る 2，4，6−triisopropyl−1，3，

5 −tricosanc （昇華担剤 ， 小川香料（株）製）の 加熱溶融液

3g をプ ラ ス チ ッ ク 容器 （径 2・4crn ，高さ 1・3　cm ） に 入

れ ，放冷，製剤化 し，容 器 ヒに
一

定表画積 の 開放 口 をも

つ 蓋を か ぶ せ て
， 使用 した ．

　 4・　 試 験 方 法

　試験管法（Fig．1）は ， 試験管（径 1，6cm ，長 さ 16・5cm ）

の 底部 に チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ の 排泄物 の 付 い た 汚染濾紙

（後述）を入れ ， 供試虫 の 雄成 虫 ま た は 雌成虫 1 頭 あるい

は ふ化後 2 日 の 若虫 1卵鞘分を試験管中に 放ち ， 脱脂綿

P ＼
　 d 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 a 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 b

Fig ．　l　Diagram 　 of 　 the　 test　 tube　 method 　 for

　　　 cockroach 　repellent 　test．

a ： test　tube 〔φ 1．6　cm 　x 　16．5cm ），　b ： filtcr　paper
（φ 0．5cm × 0，5　cm ） treated　 with 　 pheromone 　 of

cockroach ，　 c ： paper　 disc　（φ　0，8　cm × 0」 cm ）

treated 　with 　tested 　compound ，　 d ： absorbent

cotton ．

Fig ．2　Cockroacll　repellency 　of　a　salnple （Japa−

　　　 nese 　 mint 　 oil ，　 O．Img ／dig．c，　 after 　 24　hr）
　　　 by 　the　test　tube　 method ・

で蓋を し た ．こ の 試験管 を
一

皮静置後 ，

一
定濃度の 供試

化合物の ア セ 【・ン 溶液 0．02m1 で 処理 し，1分 間放置 し

た ペ ーパ ーデ ィ ス ク （東洋濾紙 （株）製 ， 径 O・8　crn
， 厚 さ

0・1c 皿 ）を試験管 中の 上 記汚染濾紙 側 に 置 い た ．処理 し

た 試験管を 横倒状態に し，24時 聞後 の 試験管中 の ゴ キ ブ

リの 位置に よ り Table 　1 に 従 い ， 忌避効果を判定 し た．

一
例を Fig．2 に 示 し た ．ま た ，1 区 3 連制 で実施し た が ，

3 連 と も（＋）レ ベ ル の 忌避効果を示す濃度 に よ り有効最

小濃度 （minimum 　effective 　condensation 　of 　100 ％ re 一

Ta1）le　 l　 Evaluatioll　of 　repellency ．

Response

Test 　tube
method

Beakermethod

Evaluation
　 　 for
repellency

Indication

Aggregation 　on

　Elter　paper
Location 　around

　 middle 　 positioll
Location 　 at 　the 　 end

Over 　60　roaches

jn　 beaker

　 　 59−30

29−54
− 1

　 0

1「one

Slight

Moderate

　 Strong
Remarkable

士

十
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Table 　2　Effect　of　fi1七cr 　paper 　contami 聡 ted 　with

　　　　 roach 　excre 皿 en 七〇 n 　aggregated 　 activity

　　　　 using 　thc　test　tubc 　method ・

Contaminating　time
　 of 　filter　paper
　　　〔weeks ｝

♀も aggregation 　on 　the

　　 lilter　p 乱per

Male 　 Female 　 Nymph

b

1234

“

56

Q）

3089

「
0

ρ
D788Q

り
9

250735 凵
Q）

99Q

り
9

59

↓凸
【
bO6

6
ハ
077RV7

Fig．3　D 三agram 　of 　the 　beaker 　method 　for　cock −

　　　 roach 　repeUent 　test・

albeaker （φ 11．O　cm × Hl4 ．5cm ＞、　b ：丘lter　papcr

（φ 15cm ），　 c ： plastic　laboratory 　dish （φ 9．O　cm

XHL5 　cm ），　d ：sublimate 　colltaining 　the 　testcd

comPound （φ 2・45　cm ＞・

Male ，　 Fe 皿 ale ： n ＝・100，
　 Nymph ： n ＝＝50．

Table 　3　Effect　of　filter　paper　conta 皿 inated　with

　　 　　 roach 　excrement 　on 　the　evaluation 　of

　　　　 repellency 　using 　the　test　tube 　method ・

　 　 Time
contaminated

with 　 roach

excrement

　 （wceks ）

　　 Repellency
MECIooE ）

（10i
− n

　mgtdisc ）
　 　 　 　 n

peltency，　MCE ，oo と以下略 す）を求 め た．

　 ビ ー
カ
ー

法 （Fig・3）は ，
ス テ ン レ ス 製試験用 バ

ッ ト

（100　cm 　×　100　cm
， 高 さ15cm ）の 内面壁を グ リース で 処

理 し ， 濾紙 （東洋濾紙 （株）製 ，No ．2，径 15cm ）を敷き ，

そ の 上 に 両側面開放型 プ ラ X チ ッ ク シ ャ
ー

レ （径 9cm
，

高 さ 1．5cm ） を 倒置 し ， そ の 一F．に 11 ビ
ー

カ
ー

（径 11

Cm
， 高さ 14．5cm ）をか ぶ せ た 。供試虫 （雌雄成虫お よ

び 苫虫を 含む 集団） の
．淀 数 を 一ヒ記 バ

ッ ト中 に 放飼 し

た ．一・夜経過後 ， 試料 の 入 っ た プ ラ ス チ ッ ク 容器を E記

シ ャ
ー

レ 上 に 静置 し た ．そ の 後 ， 経時的 に ビ ーカ
ー

中 の

ゴ キ ブ リ を 数 え ， 無処 理 区 と 比較 し，頭 数 の 減少 の 程 度

に よ り Table 　1 の ご と く忌避効果 の 有無を 判定 し た ．

1 区 3連制 で 実施 した ．

Compounds 　tested

2−Hydroxycthyl ＿　Spearmint 　oil

　n −octylsulfide 　　　（Scotch 　type｝

結 果

ー

ワ角
34

」
pD6

33一

2220
2

　

30
」

り
」

り
3

価
」

3
一
一

一

「
一

　

9自
0
乙

9
幽

29
向

　1・　試験管法に用 い る汚染濾紙 の 規格化

　プ ラ ス チ ッ ク 製飼 育箱 （20cm 　x　35　cm ，高 さ 25　Cm ）の

底面 に 濾紙 （10cm 　x 　15　cm ）を敷 き，約 5、OOO 頭 の 供試 虫

（雌雄成 虫お よ び 若虫 を含む 集団）を放飼 し ， 水 と固型飼

料 （オ リ エ ン タ ル 酵母 （株）製 ，
マ ウ ス ・ラ ッ b用）を給

餌 し た ．供試虫の 排泄物 で 汚染 され た 上 記の 濾紙を
“

汚

染濾紙
”

と称す る ，生物検定 に 用 い る 汚染濾 紙 を規格化

す る た め に飼育箱中で の 汚染期間 の 忌避性への 影響を比

べ た ．汚染濾紙を 0．5cmxO ．5cm の 大 きさ に 切 り試験

管 の 底部 に置き ， 試料を 入 れ 蹴 い 状態で の 供試虫 の 汚染

濾紙上 の 集合率 を調 べ た ．Table 　2 に 示 す ご と く ， 雌成

の 　Millimum 　effective 　colldensation 　of 　100％

　 repellency ．

虫 は 汚染期間 に 関係せ ず に 90％ 以上 の 高い 集合率を 示

し た ．こ れ に 対 し，雄 成虫お よ び 2 日齢若虫 は 1 週間 の

汚染濾紙で は お の お の 約 70％ ， 約 65％ で ，
4 週 間の 汚

染濾紙 で は お の お の 約 90 ％，約 75％ で あ り ， 汚染期間

を長 くする こ と に よ り集合率 の 向上 が 認 め ら れ た．次

に ，供試虫が 汚染濾紙上 に 集合 して い る試験管の み を用

い て ，
2，3，4，

5−bis（A2−butenylene ＞tetrahydrofurfral お

よ び spearmint 　oil （Scotch　type ）の MECloo 値 へ の 汚

染期間 の 影響を見た ．Table　3 に 示 すご と く，
2 試料 と

も雌雄成虫お よび若虫の 別な く ， 1週 間 の 汚染濾紙を用

い た 場合 の MEC ユ・。 値 は ，
3 週 間 以上 の 汚染濾紙 を用 い

た 場合に 比較 して ，約 ユ！10 の 値を示 した ．ま た ，
3 週間

以 上 6 週 間 ま で の 汚染期 間 の 間 で は ，有意な差 は 認 め ら

れ な か っ た 。よ っ て 以 後 ， 生物検定 で は ，4 週聞 の 汚染

濾紙 を使用 し た ．
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T 乱ble　4　Repellency 　of　reference 　compounds 　for　German 　cockroach ．

Repellency

No ． CQmpound
　 Test　tube 皿 ethod

IVIECIoDa ）
〔101

−n
　mg ！disc＞

　　　　　
n

　＿一

Beaker 　rnethodb ）

Evaluationc ＞

　 　 after

Male 　　 Female 　　Nymph 3 24 　　　170 （hr）

000001002

340000

005006007003009

Untreated

Acetone

2，4，6−Triisopropy1− 1，3− 5−

　 tricasane （sublimate 　carrier ）

N ，N −Diethyl ＿m −toluamide

2，3，4，5−Bis（∠」2−butenylene ）
−

　 tetrahydrofurfral

2−Hydroxyethyl −n −octylsulfide

Di− n −propy ］isocinchomeronate

or−Naphthoquinone

P−D 三chlorobcnzcnc

Naphthalene

　

21一
　

1

　

　

　

り

　

　

3

〔

20

一

a2

　

　

2e

　

　

　

d

　

　

　

（

　

31一
　

2

　

　

　

ラ

　

　

　

d

　

　

3a

　

　

　

e2

　

　

一

20　

　

2d

　

　

　

（

　

　

　

1

23一
一
19

白

　 2−3
　 0

　 2−31

｛dead ）
　 2

士 土

）

）

）

ab

輩

Minimum 　effcctive 　condensation 　of 　100「｝乙 repellency ，
2v ！w ％ Sublimate （carrier ： 1．4，6−triisopropyl− 1，3，5−tricosane）．
一

： No 　repeHency ．土 ： Slight　repellency ，十 ： Moderate 　repellency ，骨 ：Strong　repellency ，卅 ： Re −

markable 　repeUency ．

　 2・　試験管法による忌避効力評価

　Table 　4 に 示 す ご と く，対照化合物 に お い て
，
　 a −naph −

t．hoquinone
，

2−hydrQxyethyl −ft −octylsulfide お よ び

naphthalene は ，雌雄成 虫 お よ び 若虫 の 問 に 差 な く ，

MECIoD 値 O．1− O．01　mg ！disc の 忌避効果を示 した．

　 こ れ に 対 し，2，3，4，5−bis（A2 −butenylene ）tctrahydro ．

furfralは ， 雌成虫お よ び若虫 に 対 して は 同等 の 力価 を

示 した が ，雄 成虫 に は 弱 い 効果 しか 示 さなか っ た ．一
方，

N ，N −diethyl −m −toluamide ，　 di−n −propy ］isocinchomer −

onate お よ び 少
一dichlorobenzene ｝ま MECloo 値 1mg ！

disc以 一Elの 高濃度 で し か 忌避効果 を 示さなか っ た ，た だ

し ， P−dic　llurobenzene 　 lま ユmg ！disc の 処 理 で 供試 虫 に

対 し殺虫性 を 示 し た ，

　Tablc 　 5 に 示 す ご と く ， 天 然精油 で は Japanese　mint

oil （No ．50）お よ び spearmillt 　 oi1 （No ，85，86，87） が

MECioo 値 O ．1〜O．01　mgfdisc の 最 も低濃度 で 忌避効果

を 示 し た ．Birch 　oil （No ，19），
　 cascarilla 　bark 　oil （No ．

29）， Japancsc　pepper 　oi1 （No ．51），　 Inarjoram 　oil　wild

Spanish （No ．60），　 nutmeg 　 oil （No ．63），　 origanum 　 oil

（No 、68），
　palmarosa　oil （No ．70），

　pepper 皿 int　oil （No ．

74，75，76），perilla　 oil （No ．77），　 rose 　 oi1 （No ，81），　 sa −

voury 　oil （No ，84），
　 tolll　bal8am 　oil （No ．93 ）の 11 種 の

精油 は MECtoo 値約 O．1mg ！disc （
一

部 の 精油 に お い て ，

雌雄成虫 ， 若 虫で 差 が 認 め られたが ）を示 し，Japanese

mint 　 oi1 な ど よ りもやや弱 い 活性 で あ っ た ．ま た clove

oit （No ．36）（MECi ・・ 値 ， 雌成虫 〉 雄成虫），　 eucaIyPtus

oil （No ．43）（雄成虫 〉 雌成虫）な ど数 種 の 精油 に 雌雄 の

禿 に よ る活性 に 相 違が 認 め られ た ． しか し， citronella

oil （No ．35），　 lavcnder 　oi1 （No ．55），
　 rosemary 　oi1 （No ．

82）， pcnnyroyal　Qil （No ．73），　 anis 　oil （No ．15 ）な ど他

の 天然精油 に は MEC
ユ。Q 値 1　mg ！disc 以 上 の 高濃度 で し

か 忌 避 効 果 が 認 め られ な か っ た ．

　3．　 ビー
カ
ー法で の 供試虫 の 放飼密度と忌避性 の 関係

　 　　につ いて

　 ス テ ン レ ス 製試験川 バ
ッ トに 供試 虫を 100，500，1，000 ，

2，000 頭放 ち ，放飼密度 の 忌避性 に 対す る 影響を見 た ．

言式半斗は 　2−hydroxyethyl −M．−octylsulfide ，　Japanese　mint

oil お よ び spearmint 　 oil （Scotch 　typc ）の 2 ％ 昇華製

剤 （表面 積 4．52cm2 ）を 用 い た ．

　 Table 　6 に 示す ご と く，2−hydroxyethyl −n −octylsul −

fide は 100 頭11n2の 低密度 で は ，
1 週 間後 に 顕著な 忌避

効 果 （卅）を 示 す よ う に な っ た が ，
500 頭fm2以 上 の 高密

度 で は 1，000時間 後で も強 い 忌避効果（廾 ）は 認 め られ な

か っ た ．こ れ に 対 し，Japanese　min 七〇 i1お よ び spear −

mint 　 oil は 100 頭1m2 の 密度 で は
，

お の お の 1 時間

後 お よ び 7 − 8時閲後 に ，
2，000 頭！m2 の 高密度 で は ，

お の お の 2 日 後 お よ び 5 日後 に 顕著 な 忌避効果 （卅 ）を 示

した ．い ず れ の 化合物 も放飼密度 が 高く な る と ， 忌避効

N 工工
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Table5  Repellency  of  essential  oils  ior German  cockroach.

Repellency

No. Essential  oil

  Test  tube  method

MllCieoa) (10iJn mgldisc)

       n

Beaker  methodb)

 Evaluation")
   after

MaleFemaleNymph 3 24170  (hr)

OIOOI1O12O13O14O15O16O17O18O1902002!022023024025026027028029030031032es3OS4e35036OS7038039040041042043044045046047048049050051052053054AIIspice oil

Almolld  oil  bitter

Ambrette  seed  eil

Amyris  oil

Angelica  root  oil

Anise oil

Basil oil

Bay  leaf oil
Bergamot  oil

Birch  oil

Braek pepper  oil

Boronia  abselute

Calamus oil

Camomile  oil

Canagna  oil

Capsicum  oil

Caraway  oil

Cardamon  oil

Carrot  seed  oil

Cascarilla bark  oil

Cassia cinnamon  oil

Celery seed  oil

Chamomile  oil

Cinnamon  bark  oil

Cinnamon  leaf oil

Citronella oil

Clove oil

Coriander  oil

Costus  oil

Cubeb  oil

Cumin  oil

Dill sced  oil

Estragon oil

Eucalyptus  oil

b'ennel oil

Garlic oil

Geranium  oil

Ginger oil
Grapefruit  oil

Hop  oil

Japanese mint  oil

Japanese pepper  oil

Juniper oil
Laurel  leaf oi!

Lavandin  oil
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(to be  continued)
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Table 　5　（continued ）

Repellency

No ． Essential　oil
　 　Test 　tube 　 methQd

MEC19D 巳 ）
（101

−n
　mgtdisc ｝

　 　 　 　 　 　 n

Beaker 　 methodb ）

　 Evaluation り

　 　 　 乱 ftcr

MaleFemale 　　 N＿　 ymph 　　　　　3　　　　　24170 〔hr）

0550560S7058059060061062063064065066067068069070071073074075076077078079080081082083084085086087088089090091092093094095096Lavcndcr 　 oil

I£ mon 　@oi

Lemongrass 　oi

Lime 　oiMandarin

　ui

Marjoraln 　oil　 wild　Spanis

Mustard 　seed 　oi

Mystle　 oi

Nutmeg 　oi
Olibanum 　oi

Olibanum 　lesi

Onion 　o三
0range 　oil　b孟tte

OriganUln 　oi
Orris 　root 　oi

Palmaros 乱〇三

Patchouly 　oi

Pennyroyal 　oi

PepPer 皿int 　oil（ madorus 　type

PepPer 　millt 　 o且 （wimmet 　typ
jPepPer 　 mint　oil（vilamett 　ty

） 1）erilla　

lPeru 　balsa 皿

IPetitgrain　

IPimenta ユea 正

lRose 　

lRosemary 　

lSage 　clary 　

lSavoury 　

lSpearmint 　oi1（native　ty

｝ Spearmint 　oil（Scotch　ty

） Spearmint 　oil（midwest 　ty

） Star 　anise 　

lSwamp 　bay 　

lSummer 　
ruc 　

lTangerine 　

lThyme 　
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lVanilla 　extr
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lXNThite 　pepper　
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Table 　6　Ef 正ect 　of　roach 　population　dcnsity　on 　time 　required 　to　attain 　remarkable 　repeUency

　　　　 （十什）beaker 　method ．

POPulation
　 density
（numberfm2 ）

　　　　 Time 　 required 　to
attain 　remarkable 　repellcncy （忸 ）（hr）

Compounds 　tested

2−Hydroxyethy1 −
n − octylsuHide

Japanese　mint
Spearmint 　oil

（Scotch　typc ）

　 100

　 5001

，0002

，000

　 24x7

＞ 24 × 30

＞ 24 × 60

＞ 24 × 30

　 　 1

　 　 3

　 6＿724x2

　 7−8

　 2424x324x5

Tested　sample ： 2v ！w ％ sub ］imate ，　surface 　area 　4．52　cm2 ．

Tablc 　7　F．ffect　of 　surface 　area 　of 　sublimate 　preparation 　on 　repellency 　beaker 　method ．

Compound
Surface
　 area

　（cm2 ）

Repellcncy 　area

3 24 24 × 4 24 × 7 （hr）

Japancsc　mint 　oi1 4，521
．000
．540
．18

十

十

什

＋

卅

卅

幵

卅

Spearmint 　eil

　（Scotch　type ）

4 ，52LOOO

．540
，18

十

十

十

十

十

十

十

十

卅

卅

什

Eucalyptus 　oi1 4 ．52

量．000
．540
．18

卅

＋

＋

Population　density ： 1，000 　roachestm2 ．

果が 低下 す る傾向を 示 した ，よ っ て ，以後 ， 生 物検定 で

は ，約 1，000 頭Xm2の 放飼密度 に 定 め ，試験 を行 な っ た ．

　4・　 ビーカー法 で の 昇華製剤 の 表 面 積 の 忌避性 へ の

　　　影 響

　JaPanese　mint 　oil ，　 spear 皿 int　oil （Scotch 　type ） お

よ び eucalyptus 　 oil の 2 ％ 昇華製剤 の 入 っ た プ ラ ス

チ ッ ク容 器 に ，表面積 4 ，52
，
1．00

，
0．54 お よ び 0．18

cm2 の ．k蓋 をか ぶ せ ， 表面積の 忌避性 に 対す る影響を見

た ．Table 　7 に 示 す ご と く，い ず れ の 試料も製剤 の 断面

積が同じで ある に もか か わ らず ， 上 蓋 の 表面積が 小 さく

な る に つ れ て ， 忌避効果 の 低下が 認 め ら れ た ．ま た ，

O．18　cmz の 表面積 で は ，
い ず れ の 試料 に お い て も忌避効

果 は 認め られ な か っ た ．

　5．　 ビーカ ー法 で の供試化合物 の 添 加率 の 忌避 効果 へ

　　　の 影響

　2、3，4，5−bis（A2−butenylene）tetrahydrefurfra1，2−hy＿

droxyethyl −n −octylsulfide ，　 Japanese　 mint 　oi1，　 spear −

mint 　oil （Sootch　type ）お よ び eucalyp 七us 　 oil の 0・5，

ユ．O，2．0
，
4．0

，
8，0　v ／w ％ 昇華製剤 （表 面 積 4．52　c 皿

2
）

を用 い て ，供 試虫約 1，000 頭！m2 の 放飼密度 で ，供試化

合物 の 添加率 の 忌避性 へ の 影響 を見 た ．Table 　8 に 示 す

ご と く ，
2，3、4．5−bis（A2 −butenylene ）tetrahydrofurfral

は 4 ％ 以下 ，
2−hydroxyethyl −n −octylsu ！fidc は 1 ％ 以

下の添加率 で は ビー
カ
ー

中 の ゴ キ ブ リ数 に減少が 認 め ら

れ な か っ た ．ま た ，
8 ％ の 添加率 で も，ゴ キ ブ リ数 に や

や減少が 認 め ら れ た もの の ，顕著な忌避効 果（卅）は 認 め

られ なか っ た ．eucalyptus 　oi1 は 添加 率が増加す るに つ

れ ， 速効性 の あ る顕著な 忌避効果 を 示 す よ う に な っ た
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Table 　8　E 丘ect 　of 　collcentration 　of 　tcsted　compounds 　on 　repellency 　beaker　method ．

Co 皿 pound
Concen −
tration

（v ！w ％）

Repellency 　after

1t8 1 4 7 14 21　　　　　28　　　35 （day ）

2，3、4，5−Bis （2−
butenylene ）tetra−
hydrofurfra1

5000001248

± 十 十 十 十 十 十

2−Hydroxyethyl

n ・−octylsulfide
0 ．51
．02
．04

．08
．0

±

±

±

土

土

十

⊥

十

十

土

十

土

十

十

土

十

十

十

十

Japanese　mint 　oil 5000001248 卅

卅

卅

卅

卅

卅

柵

卅

忸

卅

卅

卅

卅

卅

幵

幵

卅

卅

卅

十 ＋

＋

幵

卅

卅

＋

什

卅

†

Spearmint 　oi1

　 （Scotcll七ype ）

O．51
．02
．04
．08
．0

十

十

十

十

＋

幵

什

幵

忸

卅

卅

卅

卅

卅

卅 卅

卅

卅

卅

忸

卅

＋

＋

卅

卅

卅

＋

＋

十

籵

卅

Eucalyptus 　oi1 5000001248 ＋

升

卅

卅

卅

＋

幵

卅

卅

土

十

Population 　density ： 1，000 　roaches ！m2 ，

が ，
8 ％ の 添加率で も 4 口間程度 の 短 い 持続性 しか 認 め

られな か っ た ．Japanese皿 int　oil お よ び spearmint 　oil

は ， 添加 率が 増す と 忌 避 効 果に 顕著な増大 が 認 め ら れ る

とと もに ， 4 ％ の 添加率 で 約 4 週 間 に わた り顕著 な忌避

効 果が 認 め ら れ た ．

　6・　 ビー
カ
ー

法 による忌避効力評価

　供試虫約 LOQO 頭！m2 の 放飼密度 で ， 供試化合物の 2

％ 昇華製剤 （表面積 4．52　cm2 ）を用 い て
， 評 価を行な い ，

Table 　5 に そ の 結果を 示 した ．

　な お
，

こ の 試験方法 で は ，

一・般 的 に
， 強 い 嗅覚的 忌避

効果を有す る 試料 に は，次 の よ うな ゴ キ ブ リの 忌避行動

が 観察さ れ た ．す な わ ち ， 昇華製剤を シ ャ
ーレ 上 に 静置

後 ， ビー
カ
ー

内 の 入 口 付近 の ゴ キ ブ リ は 速や か に ビー
カ

ー外へ逃 避 し て い き，ま た ，入 口 よ り遠 い ゴ キ ブ リ も，

製剤 か ら 離れ ， 口 器 で ， 触角お よ び 脚 の 部位 を 咬 む 動作

を 示 した 後 ， そ の 場 に 触角を す ぐに 垂 れ ， 伸ば し ，うず

くま る，しば らく し て ， ビーカ ー外 へ逃避 し て い く．ま

た，ビー
カ
ー

の 外か ら内へ入 ろ う と す る ゴ キ ブ リは ， 入

口 付近 で 反転 し て
， た だ ち に 逃避す る と と も に ，

ビ ー
カ

ーか ら離れ た 場所 で ， 触角を 口 器 で 咬む動作が認 め られ

る ，本報 で は ，前 者を追 い 出 し効果，後者 を侵入 防止効

果 と 呼 ぶ ．

　ま ず， Table　4 お よ び Fig．4 に 示 す ご と く ， 対 照 化

合 物 で は 2−hydroxyethyl −
n
−octylsulfidc に お い て ，

ビ

ー
カ
ー

中 の ゴ キ ブ リ数 に緩慢な 減少 が 認 め られ ，弱 い 忌

避 効果（± ）が あ る こ と が 認 め られ た。しか し ，
α
一1iaph −

thoquinone な ど他 の 対照化合物 に は ，顕著 な 追 い 出し

効 果も侵入 防止効果 も認 め られ ず，ビ ー
カ ー中の ゴ キ ブ

リ数 に 増加 が 認 め られ た．

　一一方，天 然 精 油 で は ，Tabl じ 5 お よ び Fig．5 に 示 す ご

と く， Jupanesc　mint 　oil （No ．50）お よ び spearmint 　oil

（nativc 　type と Scotch 　typc 　No ．85，86） が 試験管法で
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oetylsulfide ．

63），peppermin七 〇il（No ．74，75，76），　cinnamon 　leaf　oil

（No．34）．　 clove 　oil （No ．36），　eucalyptus 　oi1 （No ，43），

garlic　oil （No ．45），　marj 　oram 　oil　wild 　Spanish （No ・60），

onion 　oll （No ．66），　 palmarosa 　oil （No ．70），　 perilla　oil

（No ．77）お よ び savoury 　oil （No ．84）の 11種 の 精油 に

持続性 に やや乏 しい が 速効性 の あ る顕著な 忌避効果 （H ）

が 認め られ た ． Bay 　leaf　 oi1 （No ．17），　cinnamon 　back

oil （No ，33），　 coriander 　oi1 （No ．37），　 cumin 　oil （No ．40），

geranium 　oil （No．46），　 Japanese　pe1）per　oi1 （No ・51），

origanum 　oil （No ．68），　 rose 　oil （No ．81）の 8 種 の 精油

に 速効性 は な い が 持続性の あ る 忌避効 果（十 〉が認 め られ

た ．しか し，citronella 　oil （No ．35）な ど他の 天 然精油に

は ， 強 い 忌避効果は 認 め られ な か っ た ．
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： untreated ，口 ：

spearmint 　 oil 〔scotch　 type），★ ： Japanese　 min ヒ

oil ．

0　　　　 2　　　　 4　　　　 6　　　　 8

　 　 　 　 　 　 　 Tirne　〔day5）

　Rcpellency 　curves 　of 　esselltial 　oils ．

　　　　　 　alicc 　oil ，△ ： bay 　leaf　oil ，◇ ：

の 結果 と同様，最 も良 い 結 果 を 与 え た ．と く に，前 者は

速効性 か つ 持続性 が あ り， 後者 は 速効性 は ない が 持続性

の あ る顕 吾な 忌避効果（卅）を 示 し た ．Nutrneg 　oil （No ．

考 察

　 1・　 試験管法 につ い て

　本法 は ，チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リが そ の 排泄物に集合する 性

質を利用 した忌避効力評価方法で あ る．結果 1 で 示 した

よ う に ， 飼育箱中で ， 約 5，000頭の 供試虫を川 い て ， 1

カ 月聞放置すれ ば 忌避性 の 結果よ りほ ぼ一t定の集合性を

示 す汚染濾紙を得る こ と が で き る と考え られ る．

　結果 2 よ り， チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの 雌雄成虫お よ び若虫

の お の お の に対す る MEC1 。o 値 で 忌 避 効 果 が 表 現 で き る

の で ，性別，生育段階，個体差 に よ る供試化合物 の 忌避

性 の 程度を 調 べ うる と考え る．ま た ， 実験中の 供試化合

物相互 の 影響を配慮 せ ず に ， 多数 の 化合物 を同時に ほ ぼ

同
一

の 条件 で 検定 で きる特徴を有 して い ると考える．

　 しか し ， 用 い た試 験管の 空間 が 狭 く ，
ゴ キ ブ リが 接触

的忌避反応 の 繰返 しに よ り ， 1 日後に は ペ ーパ ーデ ィ ス

ク の 反対側 に 位置す る よ う に な る こ と が ，
Ct−naphtho −

quinone の よ うな接触的忌避性 の 強 い 化合物 に 認め られ

た ．し た が っ て ， 本法 は ， 嗅覚的 忌 避性 と同時に 接触的

忌避性を検定 して い る こ とが考え られた．な お ， チ ャ
バ

ネ ゴ キ ブ リ以外 の 随類 の ゴ キ ブ リへ 応用する場合 ， 別 途

誘引源 ， 試験管 の 大 きさな どを検討す る必要 が あろう．

　 2．　 ビーカー法 に つ い て

　本法は
，

ゴ キ ブ リ の 生息す る 引 出 し，戸棚 な どの 閉 鎖

系空間を モ デル 化す る こ と を考慮 した 方法で ，
ビ ーカー

中 の ゴ キ ブ リ数 の 変動を経時的 に観察 し ， 嗅覚的忌避性

を一定空間 か らの 追 い 出し効果お よ び侵入防止効果 と し

て 検 定 す る方 法 で あ る ．カートン 法 ，
シ ェル タ ー法，ス

ラ ン テ ィ ン グ カ
ード法 ， 摂 食法 な ど従来 の 方法 は ， い ず

れ も供試化合物 の 板，紙 へ の 面処 理 に よ る 接触的 忌避効

果を検定す る方法 で あ っ て ， 嗅覚的忌避効果を検定す る

方法 で は な い と考え る ．よ っ て ， 従来 の 方法は ， 塗布剤
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の 評 価 に は 優れ て い る と い え る が，本報で 述べ た 昇華剤

を は じ め ，煙蒸剤 ， 煙霧剤 な ど の 評価に は ， 不 適当で あ

る と考え る．こ れ に 対 し ，本法 は ，結果 3，4 お よ び 5

で 述 ぺ た よ うに ，昇華製剤 の 添加率と忌避性 の 関係，有

効体積 ， 効果 の 持続性な ど ， さ ら に は ， 気 中有効濃度

（稲塚 ： 未発表）な ど の 製剤化 の た め の 基礎デ
ー

タ を得る

こ とが で き る 特徴を有 し て い る と考え る．

　3・　 従来の ゴキ ブ リ忌避物質に対す る評価

　ct
−
naphthoquinone ，　2，3，4，5−bis（」

2−butenylene ）tet−

rahydrQfurfral ，2−hydroxyethylsulfide お よ び naph −

thalene の 化合物 は ，試 験管法 で は 低濃度で 忌避効果を

示 し た が ，tf　一カ
ー
法 で は 2−hydroxyethyl − n − octyl −

sulfide の 昇華製剤 が ， 弱 い 嗅覚的忌避効果を示 した の

み で ， 他 の 化合物に は有効 な 忌避性 を示す結果 は 得ら れ

な か っ た と考え る．そ の 理 由と して ， 従来の 忌避物質 は

蒸気 圧 が 低 く ， 本昇華 製剤 で は ビーカ ー中の 気中濃度が

忌避効果を示す有効濃度 に 達 しな い ， あ る い は ， 接触的

忌避性を有 し て い る が ， 嗅覚的忌避性 を有 して い ない な

どの 原 因が考
’
えられ る．

　2−hydroxyethyl −n −octylsulfide も 11 の ビ ー
カ
ー

に

お い て 2 ％添加製剤を 用 い て こ の 程度 の 効果 で は ， 引出

し （普通 サ イ ズで 10〜20　1）な どの 体積を対象 と した 場

合 ， 生息密度 を考慮 に 入 れ て も ， 添加率 ， 容器 の 表面積

の 大幅な増加 を しな い 限 り ， 嗅覚的 忌避剤 と して ， 実用

性 は 乏 しい と考え る ．

　 4・　 天然精油に対す る評価

　Japancse　m 洫 t　oi1 お よび spearmint 　oi1 （11ative 　typc

と Scotch　type） は ， 試験管法お よ び ビ ーカー法の 結果

を総合す る と ， 公 知 の 忌避物質 に は な い 顕著 な嗅覚的忌

避効果 を有 し て い る と 判断さ れ る．さ らに Japanese

mint 　 oil お よび spearmint 　oil とも原液 そ の ま ま で は

持続性 は 期待 で きな か っ た （稲塚 ： 未発表）が ，2
，
4

，
6−

triisopropy1 −1，3，5−tricosane を用 い た昇華製 剤 で は 4 ％

添加 で 約 1 カ 月間 ， 顕著な 忌避効 果を 示 す よ う に な っ た

の は，昇 華担 剤の 上 記精油に対する保持効果 に よ る 蒸散

抑制 に よ る もの と考え る．

　ま た Nutmeg 　oi1 な ど 11 種 の 精油に持続性の な い 速

効的 な 顕著な忌避効果が 認 め られ た の は ，速効性 に 関与

す る 成 分が 早 く散逸 し ， 最小有効濃度以 下 に な っ た ， あ

る い は ， 有効 成 分に対す る供試 虫 の 慣れ が生 じた な どの

原因が考え られ る．また ， 蚊 に対 して 強い 忌避性 が あ る

と報告 され て い る citronella 。 il，1avcnder 　oi1，　rosernary

oil，　pennyroyal　oil など天然精油
10

・
11 ）に強 い ゴ キ ブ リ忌

避性 が 認 め られ な か っ た こ とは ， 蚊 と ゴ キブ リの 忌避物

質に対する化学受容器 の 表面構造 と相互 作用 が 異な る こ

と が考え られ る，よ っ て ， 蚊 に 対する 効 力評価 で得 られ

て い る構造活性相関性 と は 異なる新 しい 知 見お よ び 新 し

い 忌避物質が得 られ る 可能性が 示 唆され る．ま た ， 試験

管法 に お い て ，
・ alamuS ・ilな ど数種 の 精 油 が ， 雄成虫

に 対 し ，
。ubeb 　oil が 雌成 虫 に 対し よ り強い 忌避効 果が

認 め られ た こ と は ，あ る有 効成分 に 対す る ゴ キ ブ リ の 性

別 の 差 に よ る感受性の 相違が 示唆 され る．

　以 上 の 考察に 基 づ い て 今 後，顕 吾な 嗅覚的忌避効 果を

示 した天然精油 の 有効成分の 単離 ・同定 ， さらに は そ の

周辺化合物 の 忌避性 を 調べ
，

ゴ キ ブ リ に 対す る 忌避 物質

の 構造活性相関性 に つ い て 検討した い．

要 約

　チ ャ
バ ネ ゴ キ プ リ に 対す る 嗅覚的忌避 性を評価 し う る

新 し い 方法 と して ， 試験管法 と ビー
カ
ー

法 の 2 法を考案

し た．試験管法は ，チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの 排泄 物 の 付着し

た汚染濾紙 を誘引源 に 利用 し ， 試験管中で 供試化合物 を

処 理 し た ペ ーパ ーデ ィ ス ク に対す る ゴ キ ブ リ の 忌避反応

の 有無に よ り検定する方法 で あ る． ビ ーカ ー法は 供試化

合物 を含む 試料を処理 し ，
ビ ーカー中の ゴ キブ リ数の 変

動 に よ り ， 空間的 な侵入 防止効果 お よ び 追 い 出 し効果 の

有無 を検定す る 方法で あ る．こ れ らの 方 法を用 い て ， 公

知 の ゴ キ ブ リ忌避物質 お よ び 天然精油 の 嗅覚的忌避 性 に

つ い て 検討 し た．α
一naphthoquinone ， 2，3，

4
，5−bis（A2 −

butenylene ）tetrahydrofurfral，　2−hydroxyethyl −n −oc −

tylsulfideお よび naphthalene の 公知 の 忌避物質は ， 試

験管法で は ， 低 濃度 で 忌避効果を示 した が ，
ビーカ

ー
法

で は 2−hydroxycthyl−n −octylsulfide が 弱 い 忌避効果を

示 し た の み で ， 他の 化合物 に は有効な忌避性が認 め られ

なか っ た ．

　…方 ， 天然精油 で は，Japanese　mint 　oi1 お よ び spear −

mi ロ t　oil （nativc 　type と Scetch 　type ） が 顕著な 嗅覚的

忌避効果を 示 した ．ま た，蚊 に 対 し強 い 忌避性を有す る

と報告さ れ て い る citronella 　oi1 な どの 天然精油 に は 強

い ゴ キ ブ リ忌避性が 認 め られ なか っ た ．calamus 　oil な

ど 数種 の 天然精油 に 性別 に よ る 忌避性 の 差異 が 認 め られ

た．

　本研究 の ご 指導をい た だ きま した東京農業大学山本 出

教授 お よ び東京大学森謙治教授 に厚 く感謝の 意 を 表 し ま

す ．

　また ， 有益 な ご 助言 お よ び ご援助をい た だ きま した 財

団法人 日本環境衛生 セ ソ タ
ー
緒方

一喜博士 に 心 か らお 礼

申し上げます ．
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